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●○「子育ても大事だが、自分の生き方も
大切にしたい」母親が06割

子育てに関するＡとＢの02 つの意見を並べ
て、母親に自分の気持ちに近いほうの意見を
選択してもらった。その結果を図02 －01 －01
に示す。
子育てと自分の生き方の関係については、

「子育ても大事だが、自分の生き方も大切に
したい」と考えている母親、「子どもが03 歳
くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がい
い」と考えている母親はともに06 割いる。自
分の生き方も子どものことも、両方とも大切
にしたい母親の気持ちがうかがえる。
また、子どもの教育については、「子ども

の自主性を重んじるのがよい」が76.1％、
「文字や数は子どもが関心を持つようになっ
てから教えるのがよい」が80.7％である。大
多数の母親は子どもの自主性に任せ、子ども
の興味、関心を優先させていることがわかる。

●○子どもの年齢・母親の就業状況
による差

子育てに関する意見を子どもの年齢別でみ
たのが表02 －01－01である。
「子育ても大事だが、自分の生き方も大切
にしたい」「子どもが03 歳くらいまでは母親
がいつも一緒にいた方がいい」については、
00 歳児の母親が回答した割合が05 割台だった

自分の生き方も大切にしたい母親、子どもが3歳くらいまではそばにいてあげ
たい母親は多い。また子どもの教育については、早期教育より子どもの自主性
に任せる母親の姿がうかがえる。�

■図2－1－1　子育て観（05年）�

注1 ）母親の回答のみ分析。                                                              �
注2 ）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。                                                           �
注3 ）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。    
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■表2－1－1　子育て観（子どもの年齢別　05年）�

■表2－1－2　子育て観（母親の就業状況別　05年）�

注1）下線は最大値を示す。                                                              �
注2）母親の回答のみ分析。                                                              �
注3）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。                                                           �
注4）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。    

注 1）下線は最大値を示す。                                                              �
注2）母親の回答のみ分析。                                                              �
注3）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。                                                           �
注4）無答不明があるため、Ａの意見とＢの意見の数値を合計しても100％にはならない。    

（％）�

（％）�

 常勤者 パートタイム 専業主婦�
 （248人） （290人） （2072人）�

Ａ . 子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい 68.9 70.8 57.3�
Ｂ . 子どものためには、自分ががまんするのはしかたない 31.1 27.5 41.3�

Ａ . 子どもが3歳くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい 21.3 40.3 70.4�
Ｂ . 母親がいつも一緒でなくても、愛情をもって育てればいい 78.7 58.2 28.3

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�
 （324人） （649人） （730人） （333人） （307人） （322人） （266人）�
Ａ.子育ても大事だが、自分の生き方も大切にしたい 57.8 57.6 57.3 60.5 69.0 57.8 65.0�
Ｂ.子どものためには、自分ががまんするのはしかたない 41.6 41.9 41.9 38.3 30.0 39.7 33.5�

Ａ.子どもが 3 歳くらいまでは母親がいつも一緒にいた方がいい 55.4 58.0 59.9 61.5 57.9 66.4 64.3�
Ｂ.母親がいつも一緒でなくても、愛情をもって育てればいい 44.1 41.4 39.6 37.6 41.1 31.1 34.6�

Ａ.子どもの教育について、親が判断して選ぶのがよい 15.1 14.5 18.5 21.6 27.3 21.7 34.6�
Ｂ.子どもの教育について、子どもの自主性を重んじるのがよい 84.3 85.1 80.7 77.2 71.3 74.5 63.2�

Ａ.世間で名の通った大学に通ってほしい 19.8 21.1 22.9 26.2 19.9 25.1 32.0�
Ｂ.大学進学や学校名にはこだわらない             79.6 78.4 76.5 72.6 78.8 72.1 66.5�

Ａ.わがままを言ったら、厳しくしかりつけるのがよい 20.1 22.2 24.0 26.0 25.7 27.2 35.4�
Ｂ.わがままを言ったら、分かるまでやさしく言い聞かせるのがよい 78.7 77.2 74.9 71.9 72.0 70.1 62.8�

Ａ.子どもは生まれつき能力が決まっていると思う    9.2   9.5   7.8   8.6 10.1 11.9 13.2�
Ｂ.子どもは育つ環境によってどのような能力も伸ばせると思う 90.2 90.0 91.5 90.5 89.0 85.6 85.7�

Ａ.文字や数はできるだけ早くから教えるのがよい    32.9 26.3 22.2 17.2 10.8 11.9 14.3�
Ｂ.文字や数は子どもが関心を持つようになってから教えるのがよい 66.5 73.3 77.3 81.9 88.2 85.6 84.6

が、6歳児になると、ともに06 割台になる。
自分の生き方と子どものことは二者択一の

関係にあるのではなく、両方とも大切にした
いという母親の気持ちは子どもの年齢が上が
るにつれ、ますます強くなることを表してい
るだろう。
子どもの教育については、「親が判断して

選ぶのがよい」「世間で名の通った大学に通
ってほしい」を選択した母親の割合は、0 歳
児では、1 割から02 割弱だったが、6 歳児に
なると、3 割までに増える。母親は子どもの
小学校の入学時期が近づくにつれ、子どもの
教育を重視するようになっていくのだろう。

「わがままを言ったら、厳しくしかりつけ
るのがよい」も、子どもの年齢が上がるとと
もに、選択した割合が02 割から03 割までに増
える。子どもの年齢が上がるにつれ、しつけ
に対する母親の姿勢が変化していくのだろう。
母親の就業状況別にみたのは表02 －01－02で

ある。「子育ても大事だが、自分の生き方も
大切にしたい」については、常勤者とパート
タイムが回答した割合が専業主婦より高く、
7 割となっている。一方、「子どもが03 歳く
らいまでは母親がいつも一緒にいた方がい
い」は、専業主婦が回答した割合が７割で、
常勤者とパートタイムより圧倒的に高い。



●○社会的成功より人とのかかわりを
重視

図02 －02 －01は、子どもに将来どのような
人になってほしいかを聞いた結果である。第
01 位が「友人を大切にする人」75.4％、第02
位が「他人に迷惑をかけない人」70.9％、第
03 位が「自分の家族を大切にする人」70.3％
である。10項目中、3 つまで選択してもらっ

たが、左記のように、第03 位まではどれも対
人関係に関する項目で、母親の期待は人との
かかわりに集中していることがわかる。一方
最も母親の期待度が低かったのが「リーダー
シップのある人」6.2％、つづいて「経済的
に豊かな人」8.5％、「のんびりと生きる人」
9.6％である。「仕事で能力を発揮する人」は
02 割弱であり、多くの母親は社会的成功より
対人関係を重視している。

多くの母親は人とのかかわりを重視している。子どもの性別でみると、男子に
は社会的成功を望むのに対して、女子にはよい人間関係づくりを望む。�

■図2－2－1　子どもの将来に対する期待 （05年）�

（％）�

注1 ）10項目の中から、3つまで選択。�
注2 ）母親の回答のみ分析。�
注3 ） 0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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他人に迷惑をかけない人  �
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仕事で能力を発揮する人 �
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●○子どもの性別・母親の就業状況
による差

子どもの将来に対する母親の期待は子ども
の性別によって、変わるのだろうか。図02 －
02 －02は、子どもの性別による差がみられた
項目（03 ポイント以上の差）のみをピックア
ップし、グラフ化したものである。
女子より男子に対する期待が高かったのは

「仕事で能力を発揮する人」（男子21.1％＞女
子14.4％、6.7ポイント差）、「リーダーシップ
のある人」（男子8.2％＞女子4.2％、4.0ポイ
ント差）である。一方、男子より女子に対す

る母親の期待が高かったのは「友人を大切に
する人」（男子71.0％＜女子80.0％、9.0ポイ
ント差）、「のんびりと生きる人」（男子7.3％
＜女子12.1％、4.8ポイント差）、「他人に迷惑
をかけない人」（男子69.1％＜女子72.8％、
3.7ポイント差）である。子どもの性別と関
係なく、母親は人とのかかわりを最も重視し
ている。しかし、男子と女子を比べてみると、
母親は男子により出世や社会的自己実現を望
み、女子により他人と協調して心豊かに生き
ていくことを望んでいるようである。子ども
の性の違いによって、母親の期待が若干異な
っているといえる。

0 20 40 60 80 100

■図2－2－2　子どもの将来に対する期待（子どもの性別　05年）�

（％）�

注1）10項目の中から、3つまで選択。�
注2）10項目中5項目を図示した。�
注3）母親の回答のみ分析。�
注4）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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次に、母親の就業状況別の分析を行いたい。
差がみられた項目（03 ポイント以上の差）の
みを図02 －02 －03に示す。常勤者が専業主婦
より回答した比率が高かったのは「社会のた
めに尽くす人」「リーダーシップのある人」
で、4 ～06 ポイントの差がある。一方、常勤
者より専業主婦のほうが回答した比率が高か

った項目は「他人に迷惑をかけない人」「自
分の家族を大切にする人」「友人を大切にす
る人」で、4～10ポイントの差が開いている。
常勤者は子どもにより社会貢献や社会との接
点を望み、専業主婦は子どもにより家族との
強い絆やよい人間関係づくりを望んでいる傾
向がみられる。

0 20 40 60 80 100

■図2－2－3　子どもの将来に対する期待（母親の就業状況別　05年）�

（％）�

注1）10項目の中から、3つまで選択。�
注2）10項目中5項目を図示した。�
注3）母親の回答のみ分析。�
注4）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
注5）母親の就業状況について「フリー（在宅ワークを含む）」「産休・育休中や休職中」「その他」および無答不明の人は

図から省略した。�
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●○文字や数の学習より他者への思いやり
を重視

この節では、母親は日々の子育てで、どの
ようなことに力を入れているのかをみてみた
い。図02 －03－01は「とても力を入れている」
の数値をグラフにしたものである。
「とても力を入れている」と回答した比率
が最も高かったのは「他者への思いやりを持

つこと」55.5％、「基本的生活習慣を身につ
けること」48.0％、「親子でたくさんふれあ
うこと」46.6％と続く。その一方で、「数や
文字を学ぶこと」「芸術的な才能を伸ばすこ
と（音楽や絵画など）」「外国語を学ぶこと」
は10％に満たなかった。母親は、文字や数、
外国語の学習より人間関係づくりや基本的生
活習慣の形成に力を入れて、日々の子育てを
している様子である。

母親は文字や数、外国語の学習より、人間関係づくりや基本的生活習慣の形成
に力を入れて、日々の子育てをしている様子である。また子どもの年齢が上が
るにつれ、友だちとのかかわり、しつけ、学習面にも力を入れていることがわ
かる。�

■図2－3－1　子育てで力を入れていること（05年）�
（％）�

注1 ）「とても力を入れている」の％。�
注2 ）母親の回答のみ分析。�
注3 ） 0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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●○子どもの性別・子どもの年齢による差

子育てで力を入れていることを子どもの性
別でみてみよう。性差がみられた項目（03 ポ
イント以上の差）のみグラフ化し、図02 －03－
02に示す。
女子より男子のほうが数値が高かったの

は、「身体を丈夫にすること」（男子37.4％＞
女子32.7％）、「屋外で遊ぶこと」（男子20.6％
＞女子17.0％）で、母親は男子に対して丈夫
な体づくりに力を入れている。反対に、男子

より女子の数値が高かったのは、「基本的生
活習慣を身につけること」（男子45.4％＜女子
50.6％）、「芸術的な才能を伸ばすこと（音楽
や絵画など）」（男子4.4％＜女子7.6％）で、
母親は女子に対してしつけや芸術的な才能を
伸ばすことに力を入れているようである。前
述した子どもの将来に対する期待と同様に、
子どもの性の違いによって、母親が力を入れ
ていることが異なっている。
子どもの年齢が上がるにつれ、母親が子育

てで力を入れていることが違ってくるのだろ

■図2－3－2　子育てで力を入れていること（子どもの性別　05年）�

（％）�

注1）「とても力を入れている」の％。�
注2）11項目中4項目を図示した。�
注3）母親の回答のみ分析。�
注4）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�

男子（1461人）  �
女子（1470人）�
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うか。ここでは、0 歳児と06 歳児との間で、
約10ポイント以上の差が開いている項目のみ
を図02 －03－03に示す。
子どもの年齢が上がるにつれ、回答した比

率が高くなったのは「他者への思いやりを持
つこと」（00 歳児37.5％＜05 歳児62.7％　最小
値＜最大値、以下同様）、「基本的生活習慣を
身につけること」（00 歳児36.3％＜05 歳児
54.6％）、「友だちと一緒に遊ぶこと」（00 歳児
14.3％＜06 歳児27.8％）、「数や文字を学ぶこ
と」（00 歳児2.2％＜06 歳児12.1％）である。一

方、子どもの年齢が上がるにつれ、回答した
比率が低くなったのは「親子でたくさんふれ
あうこと」（06 歳児28.5％＜00 歳児70.4％）で
ある。子どもの年齢が上がるにつれて、母親
が子どもの小学校入学を意識して、人間関係
を親子だけではなく、友だちなどに広げて、
他人といかにうまくかかわっていくのかに気
を配っている様子がうかがえる。また、しつ
けや学習面にも力を入れて、子育てをするよ
うになっていく様子がわかる。

■図2－3－3　子育てで力を入れていること（子どもの年齢別　05年）�

（％）�

注1）「とても力を入れている」の％。�
注2）11項目中5項目を図示した。�
注3）母親の回答のみ分析。�
注4）0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�

他者への思いやりを持つこと     �

基本的生活習慣を身につけること    �

友だちと一緒に遊ぶこと�

数や文字を学ぶこと�

親子でたくさんふれあうこと�

37.5  

 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 6歳児�
 （324人） （649人） （730人) （333人） （307人） （322人） （266人）�

14.3

0

20

40

60

80

100

50.6    
52.7    

58.0    59.6    
62.7   

 57.9 

36.3（ ）  

41.4  
46.1 45.1 

53.8  54.6  
52.3 �
�

 20.8
23.0 

25.7 26.7

27.0 27.8�
�
�

2.2 
4.1 5.5 7.6 8.8 7.6

12.1

70.4 

64.2 

51.9 46.4

43.3
33.5 

28.5

母
親
の
教
育
・
家
事
育
児
・
仕
事
に
関
す
る
意
識
　

第
２
章



●第3回幼児の生活アンケート・国内調査�

●○子どもに大学卒業以上の学歴を望む
母親の比率が若干回復している

図02 －04 －01は子どもの進学に対する母親
の期待をたずねた結果である。大学卒業以上
の学歴（「大学卒業まで」＋「大学院卒業ま
で」、以下同様）を望む母親の比率は、95年
では72.2％だった。しかし、00年では7.6ポイ
ントも下がり、64.6％まで落ち込んだ。05年
では67.0％となり、若干回復している。

●○子どもの性別・母親の学歴による差

子どもの進学に対する母親の期待につい
て、子どもの性別による差があるかどうかを
みてみたい（図02 －04－02）。
大学卒業以上の学歴を望むのは、95年では、

男子が85.5％に対して、女子は58.0％だった。
00年では、男子が77.0％に対して、女子は
51.6％だった。05年では、男子が79.8％に対
して、女子は53.7％である。

ここで、2 つの点に注目したい。01 つは、
母親が男子の進学に対する期待（「大学卒業ま
で」＋「大学院卒業まで」）が女子より高い
ことである。もう１つはこの10年間、子ども
の性別による学歴期待の差が縮まっていない
ことである（性別による差では、95年が27.5
ポイント、00年が25.4ポイント、05年が26.1
ポイント）。社会での性役割が確実に変わっ
てきたのにもかかわらず、母親の男子に対す
る学歴期待と女子に対する学歴期待は変化し
ていない。
次に、母親の学歴別の分析を行いたい（図

02 －04－03）。ここでは、「中学校」「高等学校」
「専門学校」を卒業した母親を「高校卒業の
母親」、「高等専門学校」「短期大学」「四年制
大学」「大学院（六年制大学を含む）」を卒業
した母親を「大学卒業の母親」と表す。
この10年間、子どもに大学卒業以上の学歴

を望む母親の比率をみると、「高校卒業の母
親」では、95年61.2％→00年51.0％→05年
52.3％と数値が推移している。その一方で、

母親は女子より男子に大学卒業以上の学歴を期待している。また、「高校卒業
の母親」より「大学卒業の母親」のほうが子どもに対して、大学卒業以上の学
歴を期待しており、その差がますます開いている。�
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■図2－4－1 　子どもの進学に対する期待（10年比較）�

  短大卒業まで  

95年（1659人）�

00年（1570人）�

05年（2258人）�
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注）母親の回答のみ分析。�
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「大学卒業の母親」では、95年81.8％→00年
77.7％→05年82.2％である。「大学卒業の母親」
は「高校卒業の母親」より子どもに対して、
大学卒業以上の学歴を期待している。両者の
間の差は、95年20.6ポイント→00年26.7ポイ
ント→05年29.9ポイントと、ますます開いて

いる。さらに前述した通り、05年に子どもに
大学卒業以上の学歴を期待する比率が若干回
復していることを母親の学歴別にみると、比
率が回復しているのは「大学卒業の母親」で
あって、「高校卒業の母親」の比率はほとん
ど変わらないことがわかる。
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■図2－4－2 　子どもの進学に対する期待（子どもの性別　10年比較）�

■図2－4－3 　子どもの進学に対する期待（母親の学歴別　10年比較）�
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●○働いている母親は02割

子育てをしている母親は仕事をどのように
考えているのだろうか。母親の就業状況に関
する質問項目は、05年・00年・95年で異なる
ため、正確には比較できない。したがって、
ここでは、05年の全体数値（00 歳06 か月～06
歳11か月の乳幼児をもつ母親の回答）で分析
したい（図02 －05 －01）。これによると働いて
いる母親（「常勤者」＋「パートタイム」＋
「フリー」、以下同様）は24.3％である。この
年齢層の乳幼児をもつ母親は専業主婦が圧倒
的に多い。

●○子どもの年齢が上がるにつれ、
働く母親が増えてくる

子どもの年齢別でみた母親の就業状況の結
果は図02 －05 －02である。子どもが00 歳児の時
に、働いている母親の比率は12.1％、4 歳児
では27.7％に上昇し、さらに06 歳児になると、
37.2％まで高まる。子どもが小さい時には、
子どもの世話が母親の生活の中心だったが、
04 歳児になると、子どもが幼稚園に入ること
をきっかけに、仕事を考え始める母親がいる。
また、あまり手がかからなくなる06 歳児にな

ると、母親は育児を優先させてきた生活から、
なんらかのかたちで働きたい母親が増えてく
る。常勤者の割合は、1 歳児以降01 割前後で
変わらないが、パートタイムの割合が増えて
いる。育児がまだまだ大変なので、フルタイ
ムで働くことより育児と仕事が両立しやすい
パートタイムを選択している母親が多いよう
である。

●○「仕事は子どもが大きくなったら持つ
のがいい」と考える母親が06割

母親に女性と仕事についての考えをたずね
てみた。95年・00年・05年の結果を比較した
のが図02 －05 －03である（無答不明を除外し
て、比率を出している）。
「仕事は持つが、結婚して子どもが生まれ
たら一時やめて、子どもが大きくなったら、
また仕事を持つのがいい」と考えている母親
が圧倒的に多数であることはこの10年間で変
わっていない。「結婚して子どもが生まれて
も、ずっと仕事を持ち続けるのがいい」と回
答した母親の比率は10年前と比べて、2.2ポ
イント増え、14.7％となっている。子育ても
仕事も両立したいと考えている母親は、この
10年間で、わずかではあるが増えている。

子どもの年齢が上がるにつれ、働いている母親（常勤者、パートタイム、フリー
（在宅ワークを含む））が増えている。�

■図2－5－1 　母親の就業状況（05年）�

無答不明�
（％）�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）　0歳6か月～1歳5か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�
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■図2－5－2 　母親の就業状況（子どもの年齢別　05年）�

■図2－5－3 　仕事観（10年比較）�
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注2） 0 歳 6 か月～ 1 歳 5 か月の乳幼児をもつ母親の回答を含む。�

注1）母親の回答のみ分析。�
注2）無答不明を除いて算出した。�
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00年の調査結果より、母親は、子どもをか
わいいと思う一方で、時にはわずらわしさな
どの否定的な感情を持っていることが明らか
になった。ここでも母親による回答のみを分
析の対象とし、5 年の間にこうした母親の感
情に変化がみられたのかを検証する。

●○育児への不安感は増加傾向に

図02 －06 －01に示したのは、母親の子育て
意識に関する項目の05 年間の比較結果であ
る。育児への否定的な感情を示す05 項目のう
ち、「子どもがわずらわしくていらいらして
しまうこと」「子どもを育てるためにがまん
ばかりしていると思うこと」では、5 年前と
比較しあまり変化がみられなかったが、「子
どもに八つ当たりしたくなること」は、わず
かながら減少傾向にあることがわかる。これ
らはいずれも、育児への負担超過によるイラ
イラ感情とも呼べるであろうが、こうした感
情を子どもにぶつけてしまうことは、5 年前
よりも減っているようだ。しかし、「子ども
に八つ当たりしたくなること」以外の２項目
であまり変化がみられないように、育児への
負担そのものが軽くなったというわけではな
い。
また、「子どもが将来うまく育っていくか

どうか心配になること」「子どものことでど

うしたらよいか分からなくなること」という
育児への不安感は増加傾向にある。とくに
「子どもが将来うまく育っていくかどうか心
配になること」について「ある」（「よくあ
る」＋「ときどきある」割合、以下同様）と
答えた母親は、00年よりも6.4ポイントも増
えている。
育児への肯定的な感情に関する項目につい

ては、全体的に「ある」という回答が増加し
ている。とくに「子どもがかわいくてたまら
ないと思うこと」と答えた母親は、全体の09
割以上にのぼり、00年と同様高い割合を示す
結果となった。しかし「自分の子どもは結構
うまく育っていると思うこと」については、
「ある」と答えた割合が、00年よりも4.1ポイ
ント減少している。全体的に子育てを肯定的
にとらえる母親が増えている一方で、先ほど
も述べたとおり、育児への不安感は強まる傾
向にある。子どもはかわいいが、どこか育児
に自信が持てないというような不安を抱える
母親が増加している。少子化社会を反映し、
「子どもを良く育てなければいけない」「子育
てに失敗できない」など、母親にとって育児
へのプレッシャーが強まっていることが考え
られる。つづいて、子どもの年齢や就園状況
によって、母親の子育て意識に違いがみられ
るかどうかを分析する。

 5年前の調査と比較し、育児への負担感によるイライラ感情を子どもにぶつけ
てしまう母親が減少しているが、育児への不安感は増加傾向にあった。また、育
児への肯定的な感情も増加傾向にあった。子どもの年齢が 0～ 2歳クラス児
である場合には、保育園児より未就園児をもつ母親のほうが育児への否定的
な感情が強く、3～5歳クラス児の場合には、保育園児より幼稚園児をもつ母
親のほうが否定的な感情が強かった。�
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■図2－6－1 　子育て意識（5年比較）�

（サンプル数　00年1570人、05年2258人）�
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　　　　 38.5     　　49.5     　　　9.8        1.9     �

                  42.1                 49.0                   7.7      0.7     �

                                  72.1                        23.9               1.9     �

                　　　　　 78.5       　　19.6         0.6    

子どもがわずらわしくていらいら�
してしまうこと �

子どもに八つ当たりしたくなること�

子どもを育てるためにがまんばか�
りしていると思うこと　�

子どもが将来うまく育っていくか�
どうか心配になること   �

子どものことでどうしたらよいか�
分からなくなること �

自分の子どもは結構うまく育って�
いると思うこと�

子育てによって自分も成長してい�
ると感じること�

子どもを育てるのは楽しくて幸せ�
なことだと思うこと �

子どもと遊ぶのはとてもおもしろ�
いと思うこと�

子どもがかわいくてたまらないと�
思うこと�

1.0

1.2 

1.6

1.0 

0.6
�

  0.5 

 0.4 

2.1     0.0

1.1     0.2

 ぜんぜんない 無答�
不明�

【否定的な感情】�

【肯定的な感情】�

0.5

注）母親の回答のみ分析。�
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●○ 00～02歳クラス児の子どもをもつ
母親の子育て意識

図02 －06 －02は、0～02 歳クラス児の子ども
をもつ母親の子育て意識について、就園状況
との関連を示したものである。ここでは、保
育園児をもつ母親と未就園児をもつ母親との
比較を行った。
まず、育児への否定的な感情について、両

群の回答（「よくある」＋「ときどきある」
割合）を比べると、すべての項目では未就園
児の母親のほうが高く、「子どもがわずらわ
しくていらいらしてしまうこと」で8.1ポイ
ント、「子どもに八つ当たりしたくなること」
で2.0ポイント、「子どもを育てるためにがま
んばかりしていると思うこと」で4.5ポイン
ト、「子どもが将来うまく育っていくかどう
か心配になること」で1.2ポイント、「子ども
のことでどうしたらよいか分からなくなるこ
と」で8.1ポイントの差があった。

一方、育児への肯定的な感情については、
未就園児より保育園児の母親のほうが高い割
合を示すのは、「自分の子どもは結構うまく
育っていると思うこと」（6.4ポイント）のみ
で、他の項目ではほとんど差がなかった。た
だし、「よくある」という回答のみを比較す
ると、「自分の子どもは結構うまく育ってい
ると思うこと」では7.4ポイント、「子育てに
よって自分も成長していると感じること」で
3.7ポイントの差がみられ、保育園児の母親
のほうがより強くこうした感情を持っている
ことがわかった。
以上のことから、未就園児をもつ母親と保

育園児をもつ母親とでは、育児への肯定的な
感情に大きな差はないが、否定的な感情は未
就園児の母親のほうが高いことがわかった。
このように否定的な感情に差があったのは、
日中子どもを保育園に預けているか、もしく
はおもに母親自身で子どもの面倒をみている
かどうかといった、母親の育児への負担度の
違いによるものと考えられる。
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■図2－6－2 　子育て意識（0～2歳クラス児　就園状況別　05年）�
�

注）母親の回答のみ分析。�

よくある        ときどきある    　　　　　あまりない        

保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�
保育園児�

未就園児�

�

（％）�

�

 ぜんぜんない 無答�
不明�

　7.1                    47.1                                   34.7                10.2     0.9�

　11.7 　　　　　　　50.6 　　　　　　　　　　28.0　　　 9.5 　 0.2�

　　 　　　　  48.6 　　　　　　　　　　35.2　　　 　　12.7　　 0.0�

  　8.1                      46.1                                  31.4                 14.0       0.4�

4.8 　　　　32.6                                44.4                          18.2         0.0�

　7.0 　　　　　34.9 　　　　　　　　　　46.2　　　　　　  11.4 　　0.5�

　16.1 　　　　　　　44.9 　　　　　　　　　29.6 　　　　9.4 　0.0�

　　19.7　　　　　　　 42.5 　　　　　　　　　29.6　　　　 7.8 　0.3�

　8.6 　　　　　 42.4　　　　　　　　 　　42.1　　　　　　 6.9 　0.0�

　15.5 　　　　　　 43.6 　　　　　　　　　33.5 　　　　7.2　 0.2�

　　 24.9　　　　　　　　　　 58.4 　　　　　　　　　16.3　　　  0.0�

     17.5                                59.4                                   20.9             0.8�

                    44.0                                     37.6                      17.2         0.4�

                40.3                                   40.7                       17.2         0.4�

                           61.5                                          33.2              4.5  0.0�

                         56.9                                          38.0                4.1  0.4�

　　　　　　　53.0 　　　　　　　　　　　　39.2 　　　　　7.0 　0.9 �

　　　　　　 51.6 　　　　　　　　　　　　42.5 　　　　　5.1　  0.2�

                                          90.2                                               9.8 

 　　

0.0 �

                                        84.7                                              14  .0     　0.3 �

�

3.6

子どもがわずらわしくていらいら�
してしまうこと �

子どもに八つ当たりしたくなること�

子どもを育てるためにがまんばか�
りしていると思うこと　�

子どもが将来うまく育っていくか�
どうか心配になること   �

子どものことでどうしたらよいか�
分からなくなること �

自分の子どもは結構うまく育って�
いると思うこと�

子育てによって自分も成長してい�
ると感じること�

子どもを育てるのは楽しくて幸せ�
なことだと思うこと �

子どもと遊ぶのはとてもおもしろ�
いと思うこと�

子どもがかわいくてたまらないと�
思うこと�

【否定的な感情】�

【肯定的な感情】�

0.4

0.1

0.6

0.0�

�

0.8

0.7

0.8

1.4

 1.4

0.8

0.0　 0.0

（サンプル数　保育園児200人、未就園児1066人）�
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●○ 03～05歳クラス児の子どもをもつ
母親の子育て意識

つづいて、3 ～05 歳クラス児の子どもをも
つ母親の子育て意識に関し、就園状況別に比
較を行ったのが、図02 －06 －03である。
子育てに関する否定的な感情について「よ

くある」＋「ときどきある」と答えた割合は、
全体的に幼稚園児の母親のほうが高い。とく
に「子どもがわずらわしくていらいらしてし
まうこと」では8.0ポイント、「子どもに八つ
当たりしたくなること」では12.3ポイントの
差がある。またこうした育児への負担感のみ
ならず、育児への不安感も幼稚園児の母親の
ほうが高く、「子どものことでどうしたらよ
いか分からなくなること」では、保育園児の
母親と10.1ポイントの開きがみられた。
育児への肯定的な感情については、否定的

な感情ほどの差はなかったものの、保育園児
の母親のほうが高い傾向がみられた。差のみ
られた順に、「子どもと遊ぶのはとてもおも
しろいと思うこと」（5.2ポイント）、「子育て
によって自分も成長していると感じること」
（3.7ポイント）、「子どもを育てるのは楽しく

て幸せなことだと思うこと」（3.6ポイント）
である。さらに、「よくある」という回答の
みで比較すると、両者の違いはより明らかで
あり、「子どもを育てるのは楽しくて幸せな
ことだと思うこと」では7.5ポイント、「子ど
もと遊ぶのはとてもおもしろいと思うこと」
では15.1ポイント、「子どもがかわいくてた
まらないと思うこと」では8.3ポイントの差
がある。これらのことから、保育園児の母親
のほうが、育児に対してより強い肯定感を持
っていることが明らかとなった。
以上、3 ～05 歳クラス児の子どもをもつ母

親の子育て意識を、就園状況別に比較した結
果、保育園児の母親のほうが、幼稚園児の母
親より全体的に育児への感情の否定的な面で
は低く、肯定的な面で高いことがわかった。
こうした背景には、保育園児のほうが保育時
間が長いために、幼稚園児の母親よりも育児
への物理的な負担が軽いことや、保育園児の
母親は就業率が高く（図01 －01 －11、p.27参
照）、母親自身が子育て以外の時間や生きが
いを持てることで、精神的な面でも育児への
負担が軽いことなどがあると考えられる。
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■図2－6－3 　子育て意識（ 3 ～ 5 歳クラス児　就園状況別　05年）�
�

よくある        　　ときどきある    　　　　　あまりない        

幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�
幼稚園児�

保育園児�

�

（％）�

�

 ぜんぜんない 無答�
不明�

1.0

0.6

0.7

0.0

0.3

0.0
1.2

0.6

0.0

0.31.1

1.4 0.0

　10.6   50.7   　　 28.8 　　　　 9.1 　 0.8�

　10.2  　　　 43.1  　 37.3 　　　　 8.2 　 1.2�

　8.3   　56.3   　　　 28.1 　　　6.4　 0.9�

　7.8  　　　44.5 　　　　　 36.3  　　　 9.5 　 1.8�

5.1  28.6   　　50.5   　　 15.0  　　0.8�

5.2 　　 24.8   　50.9   　　17.9  　　1.2�

　　21.4   　　 47.7  　　　　　27.4  　　 0.9�

　14.6   　 52.2   　　　 24.1　　　 7.3 　 1.8�

　11.8　 　　　　　 49.8 　　  　　　31.6　　　　 6.1　 0.7�

　8.4  　　　43.1   　39.6  　　　　7.8 　 1.2�

　14.6   　　　63.4 　  　 19.7　　　 1.3�

　　20.0  　　　　 57.7   　　20.5 　　　1.2�

　　　　36.1   　　43.5   　　18.8 　　　0.9�

　　　　36.4   　　 46.9  　　 15.5　　　1.2�

　　　　　 46.2   　 46.6  　　　　6.1　 0.9�

 　　53.7   　　 42.7�

　　　　31.5   　　　57.0  　　　 9.8　　1.0�

 　46.6    　47.1  　　　　5.1　 1.2�

  71.6    　26.1　　　　0.9�

  　79.9    　 17.5　　　1.2

2.7

2.5

（サンプル数　幼稚園児681人、保育園児157人）�

子どもがわずらわしくていらいら�
してしまうこと �

子どもに八つ当たりしたくなること�

子どもを育てるためにがまんばか�
りしていると思うこと　�

子どもが将来うまく育っていくか�
どうか心配になること   �

子どものことでどうしたらよいか�
分からなくなること �

自分の子どもは結構うまく育って�
いると思うこと�

子育てによって自分も成長してい�
ると感じること�

子どもを育てるのは楽しくて幸せ�
なことだと思うこと �

子どもと遊ぶのはとてもおもしろ�
いと思うこと�

子どもがかわいくてたまらないと�
思うこと�

【否定的な感情】�

【肯定的な感情】�

注）母親の回答のみ分析。�
 

母
親
の
教
育
・
家
事
育
児
・
仕
事
に
関
す
る
意
識
　

第
２
章


